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日本甲虫学会第 11回大会・日本昆虫分類学会第 24回大会・ 

昆虫分類学若手懇談会 合同大会（オンライン） 

2021.12.4–5 

 

 

1 日目：12 月 4 日（土） 

開会挨拶 …………………………………………………………………. 9 : 00 – 9 : 10 

一般講演（午前）……………………………………………………….. 9 : 10 – 11 : 55 

評議員会（甲虫学会） ……………………………………………….. 12 : 15 – 13 : 30 

一般講演（午後） ….………………………………………………… 13 : 30 – 18 : 00 

オンライン懇親会 ……………………………………………………. 19 : 00 – 21 : 00 

 

2 日目：12 月 5 日（日） 

一般講演（午前） ……………………………………………………… 9 : 00 – 10 : 00 

オンライン同定会 ……………………………………………………. 10 : 00 – 11 : 30 

総会・授与式（甲虫学会） …………………………………………. 11 : 40 – 12 : 15 

日本甲虫学会受賞講演 ………………………………………………. 13 : 30 – 14 : 20 

一般講演（午後） ……………………………………………………. 14 : 30 – 15 : 45 

閉会の挨拶 ……………………………………………………………. 15 : 45 – 16 : 00 

分科会 …………………………………………………………………. 16 : 30 ~ 

 

 

 

 

 

大会事務局： 

日本甲虫学会－山本周平（事務局長）、菊地那樹、佐藤諒一、鈴村アリサ、 

       竹本拓矢、瑤寺 裕、能瀬 晴菜、山本ひとみ 

 

日本昆虫分類学会－吉富博之 

 

昆虫分類学若手懇談会－吉田貴大、井上翔太、外村俊輔、今田舜介 
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各種会議・総会の案内 

 

12 月 4 日（土） 

評議員会（甲虫学会）12 : 15 – 13 : 30 

 

12 月 5 日（日） 

総会・授与式（甲虫学会）11 : 40 – 12 : 15 

 

日本甲虫学会賞および受賞講演（13 : 30 – 14 : 20） 

2020 年度・2021 年度論文賞 

受賞論文：Naomichi TSUJI & Hiraku YOSHITAKE (2020). A taxonomic study of 

the Gasterocercini genus Orochlesis PASCOE (Coleoptera, Curculionidae, 

Cryptorhynchinae) in Japan. Elytra, new series, Tokyo, 10 (1): 65–103. 

 

受賞論文：Takuya TAKEMOTO & Haruki SUENAGA (2021). Four new species of 

the genus Ivalia JACOBY and a new species of Cangshanaltica KONSTANTINOV, 

CHAMORRO, PRATHAPAN, GE et YANG (Coleoptera, Chrysomelidae, Galerucinae) from 

the Ryukyus, Southwestern Japan. Elytra, new series, Tokyo, 11 (1): 129–153. 

 

2021 年度功労賞（受賞講演はありません） 

鈴木 亙 会員 

 

2021 年度奨励賞（受賞講演はありません） 

末長 晴輝 会員 

 

オンライン懇親会 

12 月 4 日（土）19 : 00 – 21 : 00 oVice を使用 
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一般講演（口頭発表のみ） 

 

1 日目 午前（9 : 10 – 11 : 55） 

9 : 10 O-1 ネオニコチノイド系農薬が希少水生昆虫に与える影響について 

  ◯苅部治紀（神奈川県博）・亀田豊（千葉工大）・加賀玲子（神奈

  川県博）・藤田恵美子（千葉工大） 

9 : 25 O-2 琉球列島の希少水生昆虫類保全への遺伝情報の応用 

  荒谷邦雄（九大院・比文） 

9 : 40 O-3 ため池に侵入した侵略的外来種ウシガエルが水生および陸生甲虫    

     類に及ぼす影響 

  西原昇吾（中央大・理工） 

9 : 55 O-4 北九州市立自然史・歴史博物館の甲虫標本 

  蓑島悠介（北九州自歴博） 

10 : 10 O-5 昆虫標本の硬化（ゴム化）現象に対する、簡便な解決法の開発 

  柿添翔太郎（九大・熱研セ） 

10 : 25 休憩（15 分） 

10 : 40 O-6 南西諸島における Tenomerga 属の新記録 

  明尾亮佑（愛媛大・農） 

10 : 55 O-7 ヤスデを捕食するキバナガゴミムシ 

  椎葉瞭太（愛媛大・農） 

11 : 10 O-8 森林・草地にみられるオサムシ科甲虫の環境嗜好性についての定量

   的評価の試み 

  ◯志村映実（神奈川大・院・理、 お茶の水大・IHLI）・渡辺恭平

  （神奈川県博）・中濱直之（兵庫県大、兵庫県博）・岩元明敏（神

  奈川大・院・理）・加藤美砂子（お茶の水大・理・生物、お茶の

  水大・IHLI）・岩崎貴也（お茶の水大・理・生物） 

11 : 25 O-9 Euplatyrhopalus 属（オサムシ科：ヒゲブトオサムシ亜科：ヒゲブト

   オサムシ族）の分類とその問題 

  丸山宗利（九大博） 

11 : 40  O-10 ヤマトホソガムシ（ホソガムシ科）幼虫の発見 

  ◯林成多（ホシザキグリーン財団）・森本涼介（島根大学大学院） 

 

1 日目 午後（13 : 30 – 18 : 00） 

13 : 30 O-11 日本産イトヒゲニセマキムシ属（ハネカクシ科：ニセマキムシ亜 

      科）について 

  ◯橋爪拓斗（九大・農）・丸山宗利（九大博） 
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13 : 45  O-12 日本産クサビラハネカクシ属 Plesiochara（ハネカクシ科：ヒゲブ

      トハネカクシ亜科）の分類学的再検討 

  ◯井上修吾（九大・農）・丸山宗利（九大博） 

14 : 00  O-13 日本 3 種目となるスジバネアリヅカムシ属の未記載種の発見 

  ◯井上翔太（九大院・生資環・昆虫）・辻尚道（九大院・生資環・

  昆虫）・野村周平（国立科博） 

14 : 15  O-14 鱗翅目幼虫の巣から得られるヒゲブトハネカクシ亜科 

  ◯野崎翼（九大院・生資環・昆虫）・丸山宗利（九大博） 

14 : 30  O-15 クワガタムシ科（Lucanidae）における「浮遊分散」の可能性〜海水

      耐性実験から見えてきたこと〜 

  ◯上野弘人（九大・院・地社）・東悠斗（九大・院・シス生）・松

  林圭（九大・基幹教育院）・荒谷邦雄（九大・院・比文） 

14 : 45 休憩（15 分） 

15 : 00  O-16 スジコガネ亜科（コガネムシ科）における成虫大あご臼歯部の多様

      性 

  ◯野村周平（国立科学博物館）・金子直樹（㈶自然環境研究所） 

15 : 15  O-17 ハゼノキ（ムクロジ目，ウルシ科）を利用する琉球列島産ナガタマ

      ムシ属（コウチュウ目，タマムシ科）の分類学的研究 

  ◯佐伯智哉（東京農大院・昆虫）・福富宏和（石川県ふれあい昆

  虫館） 

15 : 30  O-18 ミトコンドリア遺伝子による Asiopodabrus 属（甲虫目ジョウカイ

      ボン科）の遺伝的分化プロセスの推定 

  ◯中村涼・久保田耕平（東大・農・森林動物学研究室） 

15 : 45  O-19 日本・台湾産 Clada 属（ヒョウホンムシ科）の分類学的再検討 

  高野遥也（愛媛大・農） 

16 : 00  O-20 琉球列島のコオニケシキスイ属 Cryptarcha（ケシキスイ科：オニケ

      シキスイ亜科） 

  ◯伊藤直哉（九大院・地社）・荒谷邦雄（九大院・比文） 

16 : 15 休憩（15 分） 

16 : 30  O-21 朝鮮民主主義人民共和国で採集したアラゲケシカミキリ属 

      Exocentrus について 

  韓昌道（朝鮮大学校(東京)・教育） 

16 : 45  O-22 ヒメハナカミキリ属（カミキリムシ科：ハナカミキリ亜科）の雄交

      尾器内袋形態：とくにフタオビヒメハナカミキリ亜属に着目して 

  原田惇作（東京農大院・昆虫） 
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17 : 00  O-23 琉球の甲虫相の更なる解明に向けた一提言 ～カミキリムシ相の

      解析結果を踏まえて～ 

  千田喜博（庄原市立比和自然科学博物館） 

17 : 15  O-24 日本産ワタミヒゲナガゾウムシ属の分類学的研究 －ワタミヒゲ

      ナガゾウムシの分布北限はどこか？－ 

  ◯今田舜介（九大博、九大院・生資環・昆虫）・辻尚道（九大院・

  生資環・昆虫、九大博)・外村俊輔（九大院・生資環・昆虫） 

17 : 30  O-25 ニセイネゾウムシ属（イネゾウムシ科：イネゾウムシ亜科）の分類

      学的研究 

  松本健児（東京農大・院・昆虫） 

17 : 45  O-26 日本産 Othippiini 族 Brimoda 属の分類学的研究 

  藤澤侑典（慶應義塾湘南藤沢中等部・高等部） 

 

2 日目 午前（9 : 00 – 10 : 00） 

9 : 00  O-27 日本産シロヒラタカメムシ属（カメムシ目ヒラタカメムシ科シモ

      フリヒラタカメムシ亜科）の分類学的再検討 

  ◯嶋本習介（東京農大院・農・昆虫）・長島聖大（伊丹市昆虫館）・

  松田卓巳（東京農大・農・昆虫） 

9 : 15  O-28 旧北区に分布するミズバチ属（ヒメバチ科）の分類 

  小西和彦（愛媛大・ミュージアム） 

9 : 30  O-29 日本産 Zatypota 属の 3 未記載種とその寄主および寄主操作（ヒメ

      バチ科；ヒラタヒメバチ亜科；クモヒメバチ属群） 

  松本吏樹郎（大阪市立自然史博物館） 

9 : 45  O-30 Andreimyrme 属・Ephucilla 属・Sinotilla 属（膜翅目：アリバチ科）

      の属分類と雌雄の対応 

  岡安樹璃也（北大農学院・昆虫体系） 

 

2 日目 午後（14 : 30 – 15 : 45） 

14 : 30  O-31 カニムシによるカミキリムシ便乗の国内初確認 

  ◯安田昂平（愛大院・食料生産）・佐藤英文（神奈川県） 

14 : 45  O-32 日本産ヒゲコガネ属体表のダニ類について 

  大生唯統（鳥大院・多様性生物） 

15 : 00  O-33 Morphological characters of the terrestrial coprophilous water scavenger 

      beetle genus Sphaeridium (Coleoptera: Hydrophilidae) 

  Alyssa Lee Suzumura (Hokkaido Univ.) 
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15 : 15  O-34 Morphometric and molecular phylogenetic analyses of Aegialites  

      (Coleoptera: Salpingidae: Aegialitinae) in Hokkaido 

  ◯Haruna Nose (Hokkaido Univ.), Norio Kobayashi (Univ.-wide Edu., 

  Saitama Pref. Univ.), Masahiro Ôhara (Hokkaido Univ. Museum) 

15 : 30  O-35 Are you really a leaf-miner? — Larval habits of the fern-associated jewel 

      beetle, Endelus pyrrosiae Kurosawa, 1985 

  Yutaka Tamadera (Systematic Entomology, Graduate School of  

  Agriculture, Hokkaido Univ.) 

 

 

分科会（16 : 30 ~） 

 

W-1 甲虫幼虫分科会（世話人：千田喜博） 

 千田喜博（比和博）：主旨説明：幼虫やろうぜ！ 

 吉富博之（愛媛大・農）：甲虫の幼虫研究ことはじめ 

 蓑島悠介（北九州自歴博）：ガムシ科を例とした幼虫研究のテクニック 

 松野茂富（和歌山県立自然博物館）：幼虫標本の透明化処理について 

 

W-2 ゴミムシ分科会（世話人：佐藤陽路樹・伊藤昇・森田誠司） 

 内田脩太（信大院・総合医理工学研究科）：日本列島産クロナガゴミムシ

 亜属（オサムシ科：ナガゴミムシ属）の分布域について 

 

W-3 ハネカクシ分科会（世話人：野村周平） 

 野村周平（国立科博）：佐賀県 2 河川における河川性アリヅカムシのライ

 トトラップ調査 

 山本周平（北大博）：シリホソハネカクシ亜科の高次系統と分類の再編 

 ＊一人一話 


